
ボーリング柱状図

調 査 名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事（高知県室戸市地区)

事業 ・工事名   

ボ ー リ ン グ 名 Ｈ １ 調査位置 高知県室戸市室戸岬町6 8 1 1番地　室戸市中央公園臨時駐車場 北 緯 3 3 ﾟ  1 7 '  0 8 . 1 4 "

東 経 1 3 4 ﾟ  0 9 '  2 2 . 5 3 "発 注 機 関 独 立 行 政 法 人 　 産 業 技 術 総 合 研 究 所 調査期間 平成 1 9年 9月 7日 ～ 2 0年 3月 2 5日

調 査 業 者 名
サ ン コ ー コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社

電話 ( 0 3 - 3 6 8 3 - 7 1 2 3 )
主任技師 堀 川 　 滋 雄

現 場
代 理 人 吉 岡 　 正 光

コ ア
鑑 定 者 堀 川 　 滋 雄

ボーリング
責 任 者 神 田 　 広 和

孔 口 標 高 62.193m
角

度
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試 錐 機 鉱 研 工 業 C R - 2 B

エ ン ジ ン モ ー タ ー 　 3 0 k W ポ ン プ 鉱 研 工 業 M G - 2 5総 掘 進 長 500.00m
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色

調
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軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

角～亜角状の砂岩および泥岩礫が混

在する盛土である。

褐～

黄

褐

深度1.55～1.90m，礫混じりシルト。

暗灰色泥岩礫が少量点在。

深度1.9m以深，礫混入率増加（30～

60%)。礫径は5～10mm主体（Max30mm)

。

盛

土

暗

褐

深度9.0mまで無水掘削により土砂混

り岩片状コア。岩片は容易に手で砕

ける。

暗

灰

全体にわたり岩片周囲に粘土分が付

着。褐色を帯びる泥岩。

黄

褐

無水掘削で岩片状コアとして採取。

長径1～6cm，角状岩片。やや硬い。

暗

褐

Ⅴ～

Ⅳ

ε

送水掘削により細壊状～半壊状コア

主体で採取される。

深度9.8～11.76m間には径30cm程度の

砂岩礫（堅硬）が混在している。基

質の泥岩は脆く，破砕帯様鱗片状～

葉片状コア。

砂岩岩片の亀裂面は褐色を呈す。

基質部分は，送水掘削により部分的

に流出（深度9.9～10.05m，10.3～1

0.82m，11.31～11.55m，11.76～11.

95m，12.09～13.1m）。

一見して棒状部分もシーム状に粘土

が挟在し，軟質である。脆くて指圧

で崩れやすい。

深度12m以深では，掘削作業中，断続

的に小規模な逸水を確認。

深度15.17～15.75m間，幅1mm以下の

粘土脈（傾斜40°）が幾条も挟在す

る。

深度19.20～19.30m，20.45～20.55m

間，暗灰色を呈す塊状砂質泥岩（硬

質）が混入。

深度24m以深では，コア外周が認めら

れる箇所が増加。全体には送水掘削

により半壊状～一部粘土混じり鱗片

状～葉片状コアとして採取される。

半壊状コアも指圧にて変形する。

深度26.1～26.3m，26.8～26.95mでは，

径30mm程度の塊状泥岩が混入する。

深度26.1～26.3m付近では，掘削作業

中に孔壁崩壊が顕著。

深度27.30m付近より，ほぼ全漏水と

なる。
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深度27.30m付近より，ほぼ全漏水と

なる。

深度27.97～28.1m，28.87～29.62m，

30.6～31.7m，32.42～32.6m，32.9～

33.0m間は，送水掘削によりコア流出。

深度29.62～30.6m間，脆弱でコア詰

まりが著しい。深度28.87～31.7m間

では基質部が破砕帯様で脆弱。

岩片間を充填する粘土分が減少する。

送水掘削で短柱状コア主体。

基質は鱗片状～葉片状泥岩。砂質泥

岩片が混入。

コアは強い指圧で変形する。

D

Ⅲ～

Ⅳ

c γ

深度37.17～38.1m間，砂質泥岩片（

径0.5～4.0cm，角状）のみ採取され，

基質部は流出。

黒

灰

E Ⅵ d δ

38.75～65.2m　ノンコア掘削

(スライム：暗灰色の泥岩主体）

岩片状コア主体で採取。径10mm程度

の亜角状砂質泥岩礫が混入。縦方向

の潜在亀裂に沿って剥離しやすい。

D Ⅳ c γ

粘土混じり細壊状コア。E Ⅴ d δ

φ10～80mmの緑色岩礫および砂岩礫

が多量に混在。礫外周は脆弱化して

おり，基質から剥離しやすい。亀裂

の傾斜は70°が主体。

深度67.6～68.5m間，緩く湾曲する縦

亀裂に沿って幅数mm脆弱化。
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， 質 剥離 す 。 裂

の傾斜は70°が主体。

深度67.6～68.5m間，緩く湾曲する縦

亀裂に沿って幅数mm脆弱化。

C Ⅲ a

基質は破砕質で全体に揉まれている。

深度69.85～70.7m間，礫の含有量が

増加する。

D Ⅳ c

長柱状コア主体で採取される。

コアはハンマーの軽打で鈍い金属音

を発する。

泥質砂岩および緑色岩礫が混入する。

深度71.5m，72.4m，74m，74.5m付近

では亀裂に沿って幅数cmほど脆く，

粘土状～鱗片状。亀裂の傾斜は60～

80ﾟ主体。

Ⅱ a

α

岩片自体は堅硬で棒状コアで採取さ

れるものの，亀裂に沿って周辺部（

幅2～5cm）は細壊状。

亀裂の傾斜は水平方向と70～80ﾟの2

種類からなる。

Ⅳ c γ

短柱状コア主体で採取される。

岩片はハンマーの軽打で鈍い金属音

を発す。亀裂の傾斜は緩傾斜と60～

70ﾟの2種類が主体。

亀裂面および周辺部は新鮮である。

深度82.55～82.7mの亀裂周辺部では，

粘土混じり細壊状コアとして採取さ

れる。

C

Ⅱ β

岩片自体は堅硬。傾斜50ﾟと垂直方向

の亀裂が発達。コアには潜在亀裂が

多くみられ，手で持つと亀裂に沿っ

て剥離しやすい。

B

b

γ

コアは，10～20cmの柱状で採取され

るものの，岩片には傾斜60～70ﾟの潜

在亀裂が幾条も発達しており，脆い。

深度87.0～87.25m,傾斜50～60ﾟの亀

裂が発達し，亀裂沿いでは半壊状コ

ア。

深度87.6～87.8m，幅1～2cmで軟質な

粘土脈（傾斜70ﾟ）が挟在。

深度89.6m以深，礫の混入量が増加す

る。

C

Ⅲ

a

コアは短柱状主体で採取されるもの

の，やや軟質である。

深度91～92m間，φ20～50mmの緑色岩

礫，砂岩礫が多量に混在。

棒状で採取された箇所にも潜在亀裂

が多く発達しており，それに沿って

岩片が剥離し易い。

深度90.85～94.65m間，縦方向の亀裂

に沿って幅5mm程度粘土化。

深度96m以深では，コアに縦亀裂が幾

条も発達しており，細壊状～岩片状

コアを呈す。

D Ⅳ

β

破砕帯から免れた岩芯部分に相当す

る。
C Ⅲ

c

α

破砕質な泥岩。

全体に揉まれている。

強い指圧で変形する。

基質部と比較して礫部分は硬質。

D Ⅴ d

コアは岩片状～短柱状コア主体。

硬質な緑色岩礫（φ10～25cm)が不規

則に点在する。

基質部には潜在亀裂が発達しており，

亀裂周辺部は軟質である。

亀裂の傾斜は60～80ﾟ主体。

深度104.05～105.45m間，縦方向亀裂

が発達し，亀裂間には幅5mmほど粘土

挟在。

深度107.0～107.25m，岩片全体に粘

土分を帯びており，脆弱化。
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146.65

コアは岩片状～短柱状コアを主体と

し，硬質な塊状砂岩礫（φ10～25cm)

を不規則に含有する。岩片には潜在

亀裂が発達しており，亀裂周辺部は

軟質である。

亀裂の傾斜は20～40ﾟ主体。

深度110.85～112.80m　岩片にφ2～

8mm大の黒色鉱物（亜角礫状）が斑晶

を成して均質に混入。

砂

岩

淡

灰～

灰

B Ⅱ a β 1

硬質な砂岩礫を含有する泥岩。基質

部は堅硬であり，ハンマーの軽打で

金属音を発す。

亀裂の傾斜は，20ﾟ，50～60ﾟ，縦亀

裂の3種類から成る。

深度114.8m付近，層理面に沿って割

れやすい。

深度115.2m付近に発達する縦亀裂は，

基質部分の泥岩と砂岩礫を貫いてい

る。

深度116.5m付近，70°方向の亀裂面

に沿って脆弱化。

深度119m付近，縦亀裂面に沿って脆

弱化。

深度122.0～122.6m，縦亀裂面に沿っ

て脆弱化。

深度125.1～125.7m，縦亀裂発達。亀

裂面は幅5～10mm粘土混じり角礫状。

深度126.75～127.5m，φ10～20cm大

の砂岩礫（角～亜角状）点在する。

深度129.5～130.9m，φ5～15mm大の

砂岩礫（角～亜角状）多量に混在。

基質部には縦方向の潜在亀裂が発達。

深度132.0～134.85m，層理面に沿う

傾斜60ﾟの亀裂が20～40cm間隔で発達。

亀裂面は新鮮。

Ⅰ～

Ⅱ

岩片は堅硬。

傾斜80ﾟの亀裂が数錠発達し，半壊状

コアとして採取される。

Ⅲ

岩片は，新鮮堅硬。ハンマーの軽打

で金属音を発す。

φ10～30cmの砂岩礫（角状～層状）

が多量に混在する。

亀裂面および亀裂周辺部は新鮮。

B

Ⅱ

a

コア長20～30cmを主体として採取さ

れる。

傾斜70°～縦方向の亀裂が顕著であ

り，亀裂周辺部の岩片は角礫状。
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傾斜70ﾟ～垂直方向の亀裂が顕著であ

る。

棒状コアとして採取された箇所にお

いても縦方向の潜在亀裂が多くみら

れ，指圧により亀裂に沿って剥離し

やすい。

亀裂間および亀裂周辺部は，細壊状

を呈す。

深度147.1～147.55m間に発達する亀

裂間には粘土が挟在。

深度147.6～147.95m間，淡灰色を呈

す硬質な砂岩礫が混入。

深度152.8～153.9m間には，長さ20c

mで新鮮なコアが採取される。

深度157.4～157.9m間，硬質な砂岩礫

混入。

深度160.8～161.35m，162.0～162.5

4m，163.7～163.85m間には砂岩礫が

混入。礫周辺部の基質（泥岩）は脆

く，細壊状コアを呈す。

C

Ⅳ c

φ5mm大の亜円～亜角状砂岩礫が全体

にわたって混入する泥岩。

長柱状コア主体で採取される。

岩片は新鮮堅硬であり，ハンマーの

軽打で金属音を発す。

亀裂の傾斜は概ね50～60ﾟ。亀裂面お

よびその周辺部は新鮮。

Ⅰ a

深度171.5～172.1m間，縦亀裂が発達。

亀裂面は細壊状～粘土状，指圧によ

り剥がれる。

コア肌が粗い。

B

b

亀裂の傾斜は70ﾟ～縦方向が主体。亀

裂面は幅数mm～1cm細壊状～粘土状。

密着しているが，指圧で剥がれる。

亀裂面は新鮮。

C

Ⅲ

c

新鮮堅硬。1mあたり1～2本の間隔で

70°～縦方向亀裂が発達。

亀裂面および亀裂周辺部は新鮮。

深度179.05～180.4m，縦方向亀裂が

発達。密着しているが指圧で剥がれ

やすい。粘土が薄く挟在する。

深度180.85～181.8m，70°方向の亀

裂が数条発達。密着しているが粘土

が薄く挟在し，指圧で剥がれやすい。

深度182.0～182.9m間，70°方向の亀

裂が数条発達し，それに沿って幅数

cm脆弱化。

深度185m付近，亀裂面に沿って白色

脈が挟在する。

B Ⅰ a

80°～縦方向に幅5cm程度粘土化。D Ⅳ d

長柱状コア主体で採取。Ⅲ a

傾斜70ﾟ～縦方向の亀裂が発達し，亀

裂周辺部では幅1～5cm細壊状～粘土

状コアとして採取。

C

Ⅳ c

長柱状コア主体。岩片は新鮮堅硬。

深度189.6～190.0m間，砂岩礫。

基質には傾斜50～70ﾟの亀裂が発達。

Ⅱ b
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傾斜60～70ﾟの亀裂が分布し，短柱状

コア主体で採取される。

亀裂間は細壊状を呈す。

c

15～30cmの棒状コアが主体。岩片は

堅硬である。

亀裂の傾斜は70ﾟが主体。亀裂周辺部

には亀裂と平行に潜在亀裂が幾条も

分布し，それに沿って剥離しやすい。

深度194.7～195.1m間，70°亀裂に沿

って幅1～5cm粘土化。

深度195.4～196.45m間，層理面方向

～縦方向に亀裂が発達（４条）し，

亀裂面は幅1cm粘土化。

B

Ⅲ

b

コアは送水掘削により半壊状～細壊

状を呈す。傾斜70ﾟの亀裂が1～5cm間

隔で発達（同一方向の傾斜)。

深度198.1～198.35mでは傾斜70ﾟの亀

裂発達。亀裂間には軟質な粘土脈（

幅15mm）が挟在する。

深度199.95～200.3mでは，傾斜70°

の亀裂に沿って幅1～3cm粘土化。

深度200.8～201.3m間，縦亀裂に沿っ

て亀裂面は粘土化。

D

Ⅳ～

Ⅴ

d

長柱状コア主体で採取。亀裂の傾斜

は約70ﾟ。

深度201.8～202.8m，203.45～204m間

は砂岩礫（硬質）。砂岩岩片には幅

1～2mmの石英脈が発達。

B Ⅱ a

深度204.0～205.9m間，縦亀裂が湾曲

しながら発達。

岩片自体は硬いが，縦亀裂間に沿っ

て幅10mm程度岩片混じり粘土状を呈

し，脆弱化。

C c

岩片は新鮮堅硬である。

傾斜70°～縦方向の亀裂が発達して

おり，短柱状コア主体となる。

部分的に亀裂間が脆く，半壊状を呈

す箇所が点在する。

深度208.3～209.8m間では鉛直方向の

亀裂発達。亀裂周辺部は岩片状～細

壊状コアを呈す。

B

深度211.7～213.75mでは70°～鉛直

方向の亀裂数条発達。亀裂面に沿っ

て幅1cm程度脆弱化，指圧で凹む。

亀裂周辺部は岩片状～細壊状コアを

呈す。

深度214.4～215.4m間，緩く湾曲する

縦亀裂に沿って幅2～3cm脆弱化。

C

Ⅲ

長柱状コア主体。不規則に発達する

密着亀裂に沿って割れやすい。
B Ⅱ

a

全体にわたって破砕されている。

傾斜70ﾟの亀裂が1～5cm間隔で発達。

送水掘削により岩片状～細壊状コア

を主体とし，亀裂周辺部では部分的

に粘土化。

深度217.4～217.55mでは乳灰色を呈

す半固結状の凝灰質砂が幅15mmで2条

挟在。傾斜は50ﾟと70ﾟ。

深度218.25～218.45m，219.0m付近，

219.4～220.5m，220.9～221.0mでは，

傾斜60～70ﾟの亀裂に沿って幅1～2c

m脆弱化し，軟質な粘土状となる。

深度224.5～225.4m，225.3～225.8m，

225.75～226.15mでは80°方向の亀裂

に沿って脆弱化し粘土状コアとして

採取される。

深度223.53～225.55m間では亀裂の判

定が困難なほど破砕され鱗片状～粘

土状コアとして採取される箇所が挟

在する（コア外周が認められない）。

D～

E

Ⅳ～

Ⅶ

d

地質構造と調和的な密着した亀裂（

傾斜70°）が発達しており，それに

沿って割れやすい。

10cm程度の棒状コアが主体，一部均

質な泥岩ではコア長20～30cm。

コアはハンマーの軽打で濁音を発す

る。

岩片には傾斜70ﾟの密着亀裂が1cm以

下の間隔で幾条も発達。密着亀裂沿

いの岩片は剥離しやすい。

亀裂周辺部は細壊状で，一部の亀裂

間には粘土が挟在。

深度229.4～229.7m，亀裂に沿って細

壊状コアを呈す。

深度230.0～230.3m，亀裂間に幅5mm

軟質な 挟在
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深度229.4～229.7m，亀裂に沿って細

壊状コアを呈す。

深度230.0～230.3m，亀裂間に幅5mm

の軟質な粘土脈挟在。

深度230.5～230.8mおよび深度231.0

～231.2m，幅1cm脆弱化。指圧で凹む。

深度231.9～232.8m，幅1-3cmの脆弱

帯（70°，数条）が粘土化。

深度232.4～232.75m，半固結状の凝

灰質砂（幅15mm）が挟在する（傾斜

70ﾟ）。

深度233.45～233.90m，硬質な砂岩礫

が挟在。砂岩岩片には1～2cm間隔で

傾斜10ﾟの亀裂が発達。亀裂間には幅

1mm以下の石英脈挟在。

深度233.7～235.9m，幾条もの亀裂面

（70°～縦方向）に沿って幅1～2mm

粘土化。棒状コアであるが指圧にて

剥がれやすい。岩片自体は硬質であ

る。

深度237.1～238.5m，縦方向亀裂が湾

曲しながら連続分布している。亀裂

面に沿って幅2～5mm粘土化。指圧に

より亀裂に沿って割れやすい。

深度239.1～240.0m，傾斜70°の亀裂

が数条分布し，亀裂面に沿って粘土

化（幅5mm）。

深度240.2～240.5m，傾斜70°の亀裂

が数条分布し，亀裂面は幅5mm粘土化。

C Ⅲ b

70ﾟ方向を主体とする密着亀裂が1～

10mm間隔に発達。亀裂に沿って鱗片

状を呈す。部分的に粘土の薄層が挟

在する。

岩片はやや脆く，密着亀裂に沿って

剥離しやすい。

D

Ⅳ～

Ⅴ

d

緩く湾曲した亀裂に沿った破砕帯か

ら免れた岩芯部分に相当する。岩片

は新鮮堅硬であり，亀裂沿いの脆弱

化は認められない。

B Ⅲ a

70°方向の亀裂が密集。岩片は破砕

を被り軟質。鱗片状コア（部分的に

粘土化）として採取。

下盤側幅2.5cm粘土混じり角礫状コア。

亀裂下面には幅1～3mmの石英脈混入。

E Ⅴ d

長さ10～20cmの短柱状コアを主体と

し，亀裂周辺部では角礫状コアおよ

び岩片状コアを成す。

一部，岩片には傾斜70ﾟを主体とする

密着亀裂が1～10mmで密集している。

深度247.5～248.50m　5～50mm間隔で

傾斜70ﾟの亀裂が発達。岩片状コアを

成す。

C Ⅲ b

深度250.0～250.15m，251.2～251.6

0m間，密着した傾斜70ﾟ～縦亀裂が発

達し，岩片状コアおよび粘土混じり

角礫状コア。

深度252.5～252.65m，砂岩礫混入。

深度253.05～253.28m，傾斜80ﾟの亀

裂に沿って幅1～3cmの角礫混じり粘

土状コア挟在。

深度253.55～254.05m　水平亀裂が1

～5cm間隔で発達。幅1mmの脈状また

はφ15mmの塊状を成して方解石脈混

入。

B a

縦亀裂と水平亀裂が密集して混在。

岩片状コアが主体であるが，亀裂間

および亀裂周辺部では角礫状（粘土

分は認められず）。

密着した亀裂は手で容易に剥離する。

D

Ⅳ

c

岩片は堅硬であるが，傾斜70ﾟを主体

とする縦亀裂が連続して発達。一部

亀裂間は幅2～10cm角礫状。

深度261.68～261.95m間，砂岩礫混入。

B Ⅲ b

φ10～40cmの硬質な泥質砂岩礫が多

量に混在する。基質部は脆弱であり，

角礫状。

φ10cm大の硬質な砂岩礫および泥岩

礫が混在する含礫泥岩。亀裂の傾斜

は70ﾟが主体。礫外周および亀裂周辺

の基質部では，粘土混じり角礫状コ

ア。

深度272.9～275.95m間の岩片は，砂

岩および砂質泥岩（硬質）。

D Ⅳ c
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岩片は堅硬・新鮮。ハンマーの軽打

で金属音を発す。

岩片には5cm間隔で傾斜20ﾟの亀裂が

発達。亀裂面および亀裂周辺部は概

ね新鮮。

深度276.65～278.35m間，縦亀裂が緩

く湾曲しながら発達。

深度278.25m以深，傾斜70ﾟの亀裂が

5～10cm間隔で発達。

深度281.25～281.35m，281.65～281.

95mでは，幅2～5mmの方解石脈が数条

発達(傾斜70ﾟ)。

B Ⅲ a

縦亀裂が密集し，亀裂周辺部の岩片

は角礫状コアを成す。柱状で採取さ

れた新鮮部では3～5cm間隔で水平亀

裂が発達。

深度286.4m付近，傾斜70ﾟの亀裂間に

幅2cmで粘土混じり角礫状コア挟在。

D Ⅳ c

長さ20～45cmの長柱状コア主体。岩

片は堅硬新鮮。亀裂は傾斜20～50ﾟを

主体とし，亀裂面は概ね新鮮。

深度290.75m付近，亀裂間に幅10mmの

粘土脈挟在（傾斜20ﾟ)。

Ⅱ

岩片は堅硬新鮮。傾斜70ﾟの亀裂が5

～10cm間隔で発達。

深度295.3～295.7m間，縦亀裂間に幅

5mmで角礫状コア挟在。

深度296m以深，長さ50cm以上の棒状

コアには密着した縦亀裂が数条発達。

B

Ⅲ

a

岩片には硬質で新鮮な箇所とやや脆

弱な箇所が混在。

亀裂は傾斜70ﾟを主体として，湾曲し

ながら延びる縦亀裂が混入。亀裂間

の岩片は少量の粘土分が混入する角

礫状コア。

深度300.85～301.4m間，岩片全体が

少量の粘土分を帯びており，脆弱で

ある（指圧で変形)。

70°～縦方向，およびそれと直交す

る方向の亀裂が発達し，半壊状コア

として採取。

深度305m～306m，306.15m～307.6m間，

ゆるく湾曲する縦方向亀裂が発達。

亀裂面は密着。部分的に極薄く粘土

挟在。

深度306.0～306.1m，306.95～307.2

m間，砂岩礫混入。

C

縦方向を主体として網目状に幅1～3

cm亀裂が発達し，半壊～鱗片状コア

として採取。亀裂面は密着し，粘土

など挟在しない。

D

Ⅳ

β

岩片自体は硬い。70°～縦方向(0.5

mm程度粘土挟在)とそれに直交する密

着亀裂によって半壊状コアとなる。

深度309.3～309.7m，310.6～311.45

m間，幅0.5mm粘土挟在。

C Ⅲ

b

深度312.85～313.05m間，粘土混じり

鱗片状コア。70°方向に破砕される。

破砕から免れた砂岩礫が混入。その

上･下は多亀裂。

コア外周を残すものの70°～縦方向

とそれに直交する方向の密着した亀

D Ⅳ c
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-275.11
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-292.81

313.85

316.90
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327.60

330.50

337.30

350.25
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355.00

破砕 免 砂岩礫 混 。

上･下は多亀裂。

コア外周を残すものの70°～縦方向

とそれに直交する方向の密着した亀

裂により半壊状コア。

D Ⅳ c

短柱状（一部長柱状）コア主体で採

取。亀裂面は新鮮。

片理に沿った60°方向の亀裂とそれ

に直交方向の亀裂が発達。

深度316.1m付近の亀裂面には条線が

認められる。

C b

岩自体は堅硬。密着した縦方向亀裂

が発達。挟在物無し。
B a

深度318.15～318.6m，318.65～319.

6m，319.25～319.50m間，80°方向亀

裂面に幅1mm弱の薄い粘土を伴う亀裂

が発達。岩片自体は硬質。

C

Ⅲ

コア外周は認められるものの70°方

向亀裂が発達し，半壊状～粘土混じ

り鱗片状コアとして採取される。

D

岩片自体は硬質であり，亀裂は概ね

密着している。

縦方向，70°，45°方向の亀裂が発

達し，半壊状コア主体で採取される。

深度321.75～322.0mでは70°方向の

亀裂に沿って破砕を被り，粘土混じ

り細壊状コア主体で採取される。

深度322.2～322.4m，322.5～322.75

m間，70°方向亀裂に沿って幅数cm葉

片状。前者は粘土を伴う。

深度325.45m付近，70°と50°亀裂面

に幅1mm粘土挟在。

深度325.7～326.05m，70°方向の亀

裂数条に幅1mm粘土挟在。

C

b

コア外周は認められるものの全体に

破砕を被り，粘土混じり鱗片状コア

として採取される。

D

Ⅳ

c

70°方向～縦方向の亀裂に沿って半

壊状コア主体で採取される。亀裂は

概ね密着している。

深度333.3～333.55m，70°亀裂に沿

って幅1cm粘土挟在。

深度333.85～334.85m，幅1mm粘土挟

在。

深度335.8～336.0m，砂岩礫混入する。

深度335.4～335.6m間，60°方向に破

砕を被り粘土混じり鱗片状コアとし

て採取。

深度336.0～336.85m間，縦方向の亀

裂が数条発達し。幅0.5mm粘土挟在す

る。

深度337.3～344.0mまで，60°方向の

亀裂が3～5cm間隔で発達し，亀裂面

は幅0.5～2mm粘土化。

深度342.3～343.0m間，砂岩礫混入。

砂岩礫の上盤側・下盤側ともに基盤

の泥岩が破砕を被り幅1cm粘土化。

深度338.35～339.35m間，破砕を被り

岩片混じり鱗片状コアとして採取。

深度340.0～340.2m間，60°方向に幅

3mm粘土化。

深度340.7～340.95m間，60°方向に

幅5cm粘土混じり鱗片状コア。

深度344.0～344.7m間，短柱状コア主

体で採取される。

深度347.3～347.5m間，破砕を被り粘

土化(70°方向，幅2cm)

深度347.7～348.15m間，破砕を被り

粘土挟在(70°方向)。潜在亀裂が発

達し脆弱化。

深度348.85～349.35m間，破砕を被り

幅5cm粘土混じり細壊状(70°方向)。

C Ⅲ

コア外周は認められるものの，全体

に破砕を被り縦方向亀裂に沿って幅

数cm粘土化。

コア自体にも密着亀裂が多数発達し，

縦方向主体の亀裂に沿って鱗片状コ

アとして採取される。

D

b

亀裂面(70°,40°方向)は密着。一部

粘土挟在するものの概ね密着。
C a

Ⅳ
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372.00

373.90

376.20

387.37

391.70

394.75

縦方向を主体とする亀裂が発達し，

細壊状コアとして採取。部分的に亀

裂に沿って幅1-2mm数条粘土化。

D b

層理面と同方向(70°)に亀裂が発達

する。亀裂面は概ね密着。
C a

層理面と同方向(70°)の亀裂が数cm

間隔で発達する。亀裂面は密着して

いるものと細壊状のものが混在する。

D

Ⅳ

b

破砕を被り粘土混じり鱗片状～粘土

状コアとして採取。
E Ⅴ c

50°と70°方向の亀裂が発達。

亀裂面は密着しているものと細壊状

のものが混在する。

D Ⅳ

岩片は堅硬・新鮮。傾斜70ﾟ～縦方向

の密着亀裂が発達。

亀裂周辺部は，コアを手で持つと容

易に剥離する。

C

b

岩片は堅硬・新鮮。コアには湾曲し

ながら縦亀裂が連続して発達。亀裂

間には幅1～5mmで少量の粘土分を有

した角礫状コアが挟在。

深度366.55～366.95m間，粗粒砂岩礫

が挟在（硬質）。

深度366.95～367.3m間，亀裂が密集

し，角礫状コア。

D c

岩片は新鮮・堅硬。長さ30cm以上の

棒状コアが主体であるが，縦亀裂が

湾曲しながら連続して発達。

亀裂間には幅2～3mmの粘土脈挟在。

深度369.85～370.65m間，半壊状の硬

質な砂岩混入。

深度370.40～370.65m間，傾斜50ﾟの

亀裂が1～10mm間隔で密集（角礫状コ

ア）。

Ⅲ

岩片にはφ5～30mmの砂岩礫が混入。

コアには傾斜50ﾟ～縦方向の亀裂が混

在し，岩片状コア。

亀裂周辺部の岩片は，角礫状コア主

体。

B

Ⅳ

b

傾斜70ﾟ～縦方向の亀裂が密集。亀裂

周辺部の岩片は，幅10～40cmで少量

の粘土分を有する角礫状コアが分布。

C Ⅲ c γ

長さ20～50cmの長柱状コア主体。岩

片は堅硬。

亀裂は傾斜20ﾟ，70ﾟおよび縦方向の

3種類。亀裂面および亀裂周辺部は新

鮮。

深度381.9～383.0m間および385m付近

では密着した亀裂間に少量の粘土混

じり角礫状コアが挟在。

Ⅱ a

傾斜20ﾟおよび縦方向の亀裂が密集。

亀裂周辺部の岩片は幅15cmほど粘土

混じり角礫状コア。

Ⅳ c

岩片は堅硬。傾斜70ﾟの亀裂が5～10

cm間隔で発達。一部の亀裂間には幅

5mmほど角礫状コア。

B

b

60～80°方向の密着亀裂が発達。岩

片自体は硬質。深度395.4～396.5m，

397 3 398 4 間では70° 縦方向亀C

Ⅲ
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396

397

398

399

400

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

417

418

419

420

421

422

423

424

425
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427

428

429

430

431

432

433

434

435

436

437

-336.21

-338.41

-344.91

-346.86

-348.52

-351.81

-353.81

-354.31
-354.56

-355.51

-360.61

-363.61

-365.81

398.40

400.60

407.10

409.05

410.71

414.00

416.00

416.50
416.75

417.70

422.80

425.80

428.00

60～80°方向の密着亀裂が発達。岩

片自体は硬質。深度395.4～396.5m，

397.3～398.4m間では70°～縦方向亀

裂に沿ってに幅数mm粘土挟在。その

周辺は脆弱・多亀裂化。

C

棒状コア主体で採取。

深度399.4～399.7m間，70°亀裂面に

沿って幅1cm角礫混じり粘土が挟在。

Ⅱ

深度400.6～401.0m間，幾条もの70°

亀裂に沿ってスライス状のコアとし

て採取される。

深度401.5～401.9m間，40°方向の潜

在亀裂に沿って割れやすい。

深度402.6～404.3m間，棒状コア主体

で採取。

深度404.8～404.9m，405.75～405.8

5，406.0～406.4m間，砂岩礫混入。

礫周辺の基質部は脆弱化し，幅数cm

細壊状コア。

深度405.4～405.7m，70°亀裂が数条

発達。

深度406.55～407.1m，40～60°亀裂

が発達。

Ⅲ

棒状コア主体で採取される。

スランプ構造に沿って密着亀裂が発

達。

B

Ⅰ～

Ⅱ

a

上盤との境界は幅1cm角礫混じり粘土

状，70°で接している。基質部に発

達する方解石脈も破砕される。

幾条にも発達するせん断面によって，

粘土混じり細壊状コアとして採取さ

れる

D

Ⅳ～

Ⅶ

d

深度410.9～410.95m，幅5cm粘土化。

深度411.35m付近，411.5～411.9m間，

412.5m付近，網目状に亀裂が発達し，

幅数mm粘土挟在。

深度413.0～413.3m，70°亀裂に沿っ

て幅数mm脆弱化。

C Ⅲ

深度414.0～414.3m，粘土薄層挟在。

深度414.25～414.6m間，70°～縦方

向亀裂に沿って粘土混じり鱗片状コ

ア。

深度414.65～415.0m間，網目状亀裂

が発達し，粘土混じり細壊状コア。

深度415.0～416.0m，40°亀裂に沿っ

て鱗片状，指圧で掘削水がしみ出す。

D

Ⅳ～

Ⅴ

b

粘土混じり角礫状コアE Ⅴ

～

Ⅶ d

破砕から免れた岩芯部。C Ⅱ b

粘土混じり角礫状コア。E
Ⅴ～
Ⅶ

d

半壊状コア主体で採取。

深度419mまで，70°亀裂が約5cm間隔

で発達し，幅1～2mm粘土挟在する。

深度417.9～418.1m，418.3～418.5m

間は70°亀裂に沿って細壊状コア。

深度421.3～422.8m間，10～20cm間隔

で70°方向に幅5～15cm粘土混じり鱗

片状コアとして採取される。

C Ⅳ b

棒状コア主体で採取される。

深度424.75～425.2m間，湾曲した亀

裂が発達。幅0.5mm粘土挟在する。

Ⅱ

70°～縦方向亀裂が発達。

亀裂面は概ね密着しているが，深度

427.2mでは70°方向亀裂に沿って幅

数mm細壊状。

B

Ⅲ

a

45～60°方向の亀裂が5～15cm間隔で

発達している。

亀裂面は概ね密着しているが，深度

428.15m，429.15m，429.4m，429.75

m，430.5m，432.4m，433.1m付近の亀

裂は幅0.5～1cm程度脆く，粘土混じ

り細壊状を呈す。

深度429.0～429.45m間，縦方向に数

条の亀裂が発達し，亀裂面は幅0.5m

m粘土挟在する。

深度437.7m以深から70°～縦方向の

亀裂が卓越する。

亀裂面は概ね密着しているものの，

深度438.1m，438.45m，438.9m，439.

9m付近の亀裂は亀裂面に沿って幅0.

5～1.0mm粘土化。

C Ⅳ b
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440.35

441.00
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465.80
466.00

466.40

473.40

474.10

477.20

478 65

9m付近の亀裂は亀裂面に沿って幅0.

5～1.0mm粘土化。

多亀裂帯の中の無亀裂部。上・下盤

の規則性を有する亀裂から免れた岩

芯部分。

B Ⅱ a

深度441.6～442.3m間，層理面に沿っ

て幅2cm粘土混じり細壊状を呈す。上・

下盤境界面はいずれも幅0.5mm粘土化。

深度442.5m，30°方向の亀裂に沿っ

て幅1cm脆弱化。粘土混じり細壊状。

深度442.9～443.07m間，粘土混じり

細壊状コア。

C Ⅳ c

棒状コア主体。60°～縦方向に密着

亀裂が発達。
B a

深度444.7～446.2m間，縦方向の亀裂

に沿って幅数cm脆弱化。粘土混じり

鱗片状。

C

Ⅲ

b

棒状コア主体で採取。亀裂面は新鮮。B Ⅱ

深度448.0～449.25m間，縦～70°方

向亀裂が発達する。亀裂面は密着。

一部幅1cm細壊状。

岩片自体は硬質。

深度449.1m以深，層理面方向(70°)

に密着亀裂が発達。

C Ⅳ

棒状コア主体で採取。B Ⅱ

a

以下の深度では，層理面に沿って50

～70°方向の亀裂が発達。破砕を被

り粘土混じり細壊状。

深度451.65～451.75m，452.3m付近，

452.55～452.6m，452.75m，

以下の深度に砂岩礫混入。深度452.

4～452.5m，452.6～452.75m間。

深度452.75mせん断面は砂岩礫を貫い

ている。

深度453.7m以深，亀裂傾斜50°方向

に変化する。一部，破砕を被り細壊

状。

C

Ⅲ～

Ⅳ

b

泥岩は層理面と同方向に破砕を被り

粘土混じり葉片状コア。
D Ⅳ c

以下の深度では，70°～縦方向に幅

0.5～3mm粘土を挟有する。

深度455.45m，455.6m，456.2m，456.

7m，457.1m，457.5m，457.8m，457.

9m付近。

岩片自体は硬質。

C

Ⅲ～

Ⅳ

b

破砕を被り角礫混じり粘土状。E Ⅴ

～

Ⅶ d

破砕から免れた岩芯部。C Ⅲ b

破砕を被り角礫混じり粘土状。E
Ⅴ～

Ⅶ
d

破砕から免れたものの，岩片には潜

在亀裂が網目状に発達。
D Ⅳ c

角礫混じり粘土状。E
Ⅴ～

Ⅶ
d

概ね5～15cmの棒状コア主体。上盤と

の境界は粘土化。

深度462.05m，462.2m，462.55～463.

0mには堅硬な砂岩礫が分布。

60°方向の亀裂が約10cm間隔で分布

し，幅1mm～数cm粘土混じり細壊状。

深度463.05～463.25m，464.8～465.

0mでは破砕を被り粘土混じり角礫状。

C

Ⅲ～

Ⅳ

b

縦方向～網目状亀裂が発達。

部分的に70°方向亀裂面に幅0.5～2

cm角礫混じり粘土挟在する。

D Ⅳ c

粘土混じり葉片状コア。E Ⅶ d
半壊状～粘土混じり葉片状コア。D Ⅳ c

上盤との境界面は直線的（平滑）。

岩片自体は硬質である。亀裂面は概

ね密着しており新鮮。

深度467.2～467.25m，467.35～467.

45m，467.75m付近，砂岩礫が混入。

層理面に沿って密着亀裂が発達して

いる。

深度467.1～467.3m，467.5～467.85

m，468.7～469.3m，470.0～470.2m，

470.45～470.6m，470.85～471.0m間，

70°～縦方向亀裂に沿って破砕を被

り幅1～3cm粘土混じり角礫状。

深度472.3～473.0m，層理面方向に沿

って幅1cm～10cmに渡って破砕を被り，

粘土混じり細壊状～鱗片状。

C

Ⅲ～

Ⅳ

b

角礫混じり粘土状コア。E
Ⅴ～

Ⅶ
d

深度474.6～474.8m間，70°方向幅2

cm粘土化。

深度475.2～475.6m間，砂岩礫混入。

深度475.6～475.75m間砂岩礫の下盤

側の泥岩が鱗片状。

深度476.7～477.05m間，40°～70°

方向亀裂に沿って幅1～2mm粘土化し，

コア全体が脆弱化。

C

Ⅱ～

Ⅳ

c

棒状コア。層理面方向に沿って割れ

やすい。
B Ⅱ
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-434.81

-437.81

478.65

481.55

483.25

490.20

492.90

497.00

500.00

棒状コア。層理面方向に沿って割れ

やすい。
B Ⅱ

深度478.6～478.9m，70°方向に密着

亀裂が数条発達。剥がれやすい。

岩片自体は硬質。深度479.0～481.4

mまで層理面（60～70°）に沿って2

～10cm間隔で亀裂発達。

深度479.7m，幅1cm粘土化。

C Ⅲ

棒状コア主体で採取。深度483.0～4

83.22m間，砂岩礫混入。
B Ⅱ

a

コアは硬質。亀裂は概ね密着してい

る。

深度480.0～485.1m，70°方向亀裂に

沿って細壊状。また同方向の潜在亀

裂も多く，それに沿って割れやすい。

主な亀裂の方向は20°，45°，70°。

深度484.2～484.45m間，70°方向亀

裂の数条が幅数mm～1cm粘土化。

深度484.4～484.65m，70°方向幅1c

m粘土化。

深度487.3～487.5m，70°方向亀裂に

沿って幅3cm脆弱化。指圧で凹む。

深度487.6～487.9m，70°亀裂に沿っ

て細壊状。

深度488.2m，40°亀裂に沿って幅2c

m軟らかい。

深度488.9～489.6m，70°方向の亀裂

が数条発達し，そのうち深度489.0～

489.25m間幅1cm脆弱化しており指圧

で凹む。

C

Ⅲ～

Ⅳ

b

全体に揉まれており，網目状に密着

亀裂が発達。

深度492.25m，幅3cm粘土混じり細壊

状コアとして採取。

D Ⅳ

深度493.15m以深，縦～70°方向およ

び45°方向亀裂が発達。

深度494.3～494.5m，亀裂面に鏡肌。

深度494.5m，40°亀裂面，幅2cm粘土

混じり細壊状。

深度494.5～496.1m間，コア肌が滑ら

か。

深度496.15～497.0m，50°方向の亀

裂が発達。亀裂面は幅数mm細壊状。

C

コア肌滑らか。

岩片自体堅硬である。
B

Ⅲ

a
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ボーリング柱状図

調 査 名  東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事(高知県室戸市地区)

事業 ・工事名   

ボ ー リ ン グ 名 Ｈ １ 調査位置 高知県室戸市室戸岬町 6 8 1 1 番地 　室戸市中央公園臨時駐車場 北 緯 3 3 ﾟ  1 7 '  0 8 . 1 4 "

東 経 1 3 4 ﾟ  0 9 '  2 2 . 5 3 "発 注 機 関 独 立 行 政 法 人 　 産 業 技 術 総 合 研 究 所 調査期間 平成  1 9年  9月  7日  ～  2 0年  7月  3 1日

調 査 業 者 名
サ ン コ ー コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社

電話 ( 0 3 - 3 6 8 3 - 7 1 2 3 )
主任技師 堀 川 　 滋 雄

現 場
代 理 人

吉 岡 　 正 光
コ ア
鑑 定 者

堀 川 　 滋 雄
ボーリング
責 任 者

神 田 　 広 和

孔 口 標 高 62.193m
角

度

180ﾟ 
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90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方
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盤
勾
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水平0ﾟ 
鉛
直
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使
用
機
種

試 錐 機 鉱 研 工 業 C R - 2 B

エ ンジ ン モ ー タ ー 　 3 0 k W ポ ン プ 鉱 研 工 業 M G - 2 5総 掘 進 長 601.00m

ボーリングNo 
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(m)
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標

高

(m)

-448.31

-454.61

-456.01

-457.91

-459.02

-460.36

深

度

(m)

510.50

516.80

518.20

520.10

521.21

522.55

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

層理面方向（60-70°）およびそれと直交
する方向（30-20°）に沿って，5-10cm間
隔で割れる。
深度500.35-500.65m間，破砕を被り鱗片
状～岩片状コア。
深度502.85-503.2m間，鱗片状コア。
深度502.4-507.65m,網目状に亀裂が発達。
深度503.95-504.05m，幅数cm粘土化（60
°）。
深度505.25-505.4m，幅8cm破砕被り細壊
状コア。
深度505.45m以深，20°方向亀裂に沿って
粘土化。

C Ⅲ

コア外周は認められるものの縦～70°方
向亀裂は無数に発達している影響により
細壊状～半壊状コア主体で採取される。
亀裂面は幅0.5mm程度粘土混じり細壊状。
深度512.0-512.35m，513.25-513.5m間で
は，亀裂面に幅1-2ｍｍ粘土が挟在する。
深度513.25-514.65m，破砕を被り亀裂面
は粘土化。深度514.0-514.35m間，粘土混
じり鱗片状コア。

D Ⅳ

b

短柱状コア主体で採取される。
深度517.25m，45°亀裂に沿って幅0.5mm
粘土化

C Ⅲ

全体に破砕を被り50°方向の密着した亀
裂が発達。
部分的に幅1mm程度粘土が挟在する。
下盤側砂岩との境界部は幅1cm粘土化（す
べり面？）。

含

礫

泥

岩

暗

灰

D Ⅳ

a

α 1

含礫泥岩中に混入している堅硬な砂岩で
ある。
塊状無層理。

砂

岩

乳

灰
A Ⅰ a α 1

傾斜70ﾟと縦方向の亀裂が1～10cm間隔で
発達。縦亀裂密集箇所では細壊状。
深度521.35m，542.45m，522.15～522.55
mの亀裂間には幅10mmで粘土脈挟在。

Ⅳ b

傾斜70ﾟの亀裂が3～5cm間隔で発達。局部
的に亀裂密集部が存在し，密集部では亀
裂間に幅10mmほどの粘土脈が挟在。
深度523.9～524.1m間，砂岩礫混入。
深度524.35m，528.15mでは亀裂間に幅10
mmの粘土脈挟在。
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傾斜70ﾟの亀裂が5～10mm間隔で密集し，
総じてコア肌が粗い。岩片は亀裂に沿っ
て指圧で剥離しやすい。
深度529.4m，530.55m，531.2m付近では亀
裂間に粘土脈挟在。
深度529.8～530.1m間，砂岩礫混入。
深度531.35～531.55m間，壊状泥岩混入。

a

傾斜70ﾟ～縦方向の亀裂が3～5mm間隔で密
集し，岩片状コアを主体とする。亀裂密
集部の岩片は，少量の粘土分を帯びてお
り，指圧で変形する
深度533.15m，534.5～535.25m，536.3～
536.6m，536.8～536.9m，537.3～537.4m，
538.5～539.0mでは亀裂間に粘土脈挟在。

D

Ⅳ

b

岩片は堅硬新鮮。亀裂は傾斜50～60ﾟおよ
び湾曲しながら延びる縦亀裂の2種類から
なる。
亀裂面は縦亀裂沿いを除き新鮮であり，
ハンマーの軽打で鈍い金属音を発す。
深度541.4～541.65m，541.85～542.35m間
では固結した凝灰質粘土脈が幅3～5mmで
混入（傾斜70ﾟ)。
深度541.85～542.35m間，凝灰質粘土脈の
下位に幅5～10mmの軟質な粘土脈混入。
深度544.4～545.15m間，縦亀裂が幾条も
発達。コアは細壊状を主体とし，亀裂間
には粘土脈挟在。

B Ⅲ a

水平から縦方向までの亀裂が3～10mm間隔
で密集しており，角礫状コアが主体。
深度546.1～547.2m，548.55m，549.6mで
は縦亀裂間に幅10mmで粘土脈挟在。

C Ⅳ c

岩片は堅硬新鮮。コアには湾曲しながら
延びる縦亀裂と傾斜20～30ﾟの低角度亀裂
が混在。
亀裂面は概ね新鮮であるが，亀裂が交錯
する箇所では角礫状を呈する。

B Ⅲ a

傾斜70ﾟの亀裂が5～10mm間隔で密集。コ
アは，コア外径を残すものの細壊状コア
で形成されている。
一部亀裂間では，幅1mmほどの粘土脈挟在。
深度565.25m，565.4m，565.7m，567.1mで
は亀裂間に粘土脈挟在。

C Ⅳ c
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岩片は堅硬新鮮。傾斜70ﾟの亀裂が5～10
cm間隔で発達。
深度569.95m以深，縦亀裂が1mあたり1本
の間隔で発達。亀裂間は幅5～10mmほど角
礫状。

Ⅲ

縦亀裂が幾条にも発達。総じてコア肌粗
い。

B

Ⅳ

a

含礫泥岩中の砂岩礫。
長さ30cm以上の柱状コアを主体とするや
や粗粒な砂岩（硬質）として採取される。
上下層との境界部はほぼ水平。
コアには傾斜70ﾟの亀裂が1mあたり3本ほ
ど存在。亀裂面は新鮮である。
深度575.55～576.00m間，細壊状の泥岩が
混入。

砂

岩

乳

灰
A Ⅱ a α 1

深度576.0～576.2m間，砂岩礫混入する。
傾斜70ﾟと縦方向の亀裂が発達。一部亀裂
間には幅5～10mmで粘土脈挟在。
深度576.85～577.35m，578.25m，578.7m
付近では亀裂間に粘土脈挟在。
深度579.3～579.65m間，幅1～3mm間隔で
へき開面が発達。コアは全体に軟質であ
り，指圧で変形する。
深度579.55～579.73m間，硬質な砂岩礫混
入。礫外周の基質部は幅10mmほど粘土化。

C Ⅳ b

岩片は堅硬新鮮。傾斜70ﾟの亀裂が3～20
cm間隔すると共に，縦亀裂が湾曲しなが
ら不規則に混入。
亀裂面は，概ね新鮮であるが，縦亀裂の
亀裂面には幅1mm以下の粘土脈が付着。

Ⅲ

岩片は堅硬新鮮。傾斜70ﾟの亀裂が1～5c
m間隔で発達。亀裂はいずれも同方向。

Ⅳ

長さ5cmの短柱状コア主体。亀裂の傾斜は
40ﾟを主体とし，傾斜70ﾟ亀裂が1mあたり
1～2本間隔に発達。
深度584.5m・586.3m付近の亀裂周辺部で
は粘土分を帯びた鱗片状コアをなす。

Ⅲ

長さ25～45cmの長柱状コア主体。岩片は，
均質な泥岩からなり，堅硬新鮮である。
亀裂の傾斜は，水平・70ﾟ・90ﾟの3種類か
らなり，亀裂面は新鮮。

B

Ⅱ

a

傾斜70ﾟの亀裂が5mm間隔で幾条にも発達。
亀裂に沿って粘土混じり鱗片状となり，
脆く，手で持つと容易に砕ける。
深度594.6～594.85m　岩片内に長さ3～1
5mmの角状を呈する砂岩礫混入。

b

傾斜70ﾟと縦亀裂が密集し，亀裂周辺では
粘土混じり鱗片状となっている。岩片は
半壊しており，非常に脆い。

Ⅳ

φ5～15cm大の泥岩礫・砂岩礫が多量に混
在。基質は半壊状の脆弱な泥岩からなり，
礫部分を除き，コア外周は認められない。

Ⅴ

c

岩片は，やや脆く，コア肌が粗い。亀裂
の傾斜は，70ﾟと縦方向の2種類からなる。
亀裂間では，幅3～5mmほど鱗片状である
が，粘土等は認められない。

C

Ⅲ b

堅硬新鮮な棒状コア。
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